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派
遣
社
員
や
請
負
労
働
者
、
パ
ー
ト
労
働
者
や
日
雇
い
労
働
者
、

期
間
工
労
働
者
な
ど
非
正
規
労
働
者
の
数
が
急
激
に
増
加
し
て
お
り
、

不
安
定
労
働
は
、
今
や
日
本
の
み
な
ら
ず
、
世
界
的
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
『
一
億
中
流
社
会
』
と
言
わ
れ
た
我
が
日
本
に

お
い
て
も
、「
ど
れ
だ
け
働
い
て
も
豊
か
に
な
れ
ず
、
働
い
て
も
報
わ

れ
な
い
と
い
う
人
た
ち
が
大
勢
生
ま
れ
、
泥
流
の
よ
う
に
川
底
に
滞

留
し
て
い
る
深
刻
な
状
況
で
す
。
働
い
て
も
、
生
活
保
護
水
準
以
下

の
暮
ら
し
を
強
い
ら
れ
て
い
る
人
た
ち
、『
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
』
が
大

量
に
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
身
近
で
深
刻
な
問
題
で
す
」（
放
送
大

学
宮
本
み
ち
こ
教
授
）

我
々
金
属
の
製
造
業
現
場
に
お
い
て
も
、
ま
す
ま
す
非
正
規
労
働

者
の
割
合
が
増
加
し
て
お
り
、
企
業
に
と
っ
て
は
、
使
い
勝
手
が
よ

い
が
、
働
く
者
の
立
場
か
ら
み
れ
ば
、
基
本
的
人
権
で
も
あ
る
デ
ィ

ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
（
人
間
と
し
て
の
尊
厳
の
あ
る
労
働
）
の
欠
如
が
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
現
象
は
、
労
働
組
合
が
こ
れ
ま
で
懸
命

に
労
使
交
渉
で
獲
得
し
て
き
た
、
人
間
と
し
て
の
安
定
し
た
生
活
を

送
れ
る
よ
う
な
労
働
条
件
、
や
り
が
い
・
働
き
が
い
の
あ
る
労
働
と

相
反
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
意
味
で
、
不
安
定
労
働
と
の
闘
い
は
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）
を
追
求
す
る

労
働
組
合
が
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

金
属
労
協（
Ｉ
Ｍ
Ｆ-

Ｊ
Ｃ
）が
加
盟
す
る
Ｉ
Ｍ
Ｆ（
国
際
金
属
労
連
）

は
、
Ｉ
Ｔ
Ｕ
Ｃ（
国
際
労
働
組
合
総
連
合
）と
連
携
し
て
２
０
０
８
年

10
月
７
日
を「
不
安
定
労
働
に
対
抗
す
る
世
界
行
動
デ
ー
」に
設
定
。

こ
の
日
を
中
心
に
、
全
世
界
の
金
属
の
労
働
者
の
仲
間
が
不
安
定

労
働
に
対
抗
す
る
何
ら
か
の
行
動
を
一
斉
に
行
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。今

号
で
は
、「
不
安
定
労
働
に
対
抗
す
る
世
界
行
動
デ
ー
」
に
向
け

て
の
金
属
労
協
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ-

Ｊ
Ｃ
）
の
決
議
や
具
体
的
な
行
動
に
つ
い
て

紹
介
す
る
と
共
に
、
イ
ン
ド
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
ア
ジ
ア
の
不
安

定
労
働
の
実
態
や
Ｉ
Ｍ
Ｆ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
資
料
、
学
者
の
寄
稿
な
ど

を
掲
載
し
ま
す
。

（
文
責
・
編
集
＝
金
属
労
協
組
織
総
務
局
）

不
安
定
労
働

と
の
闘
い

特

集
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